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	１．はじめに
	２．エアドームの設計方針
	・ドーム部及び円筒部、スカート部の設計
	３．製作状況と完成図
	４．問題点
	・入口部の構造
	二重扉の強度が不十分だったので、人の出入りの際に大きくエアーが抜けてしまった。今後は入口部の面積を大きくして、大勢の人が入れる構造にする必要がある。
	・フィルムの光線漏れ
	フィルムのカットや圧着の際に、取り扱い方によっては傷が出来て光線漏れを起こすことがあった。
	５．まとめ
	・昨年は同様の構造で、直径2.5メートルのエアドームを作成したので、今年は比較的順調に製作することができた。今年改良した点は、スカート部と送風部であった。スカート部にひだをつけ、ドーム下部からの光の漏れを防いだ。また送風口からのダクトは長めに取り、曲げられるようにして光の漏れを防いだ。
	・入口部も、昨年は空気漏れや光線漏れが多かったので、今年は入口の部分にファスナーをつけた。またイレクターパイプと遮光フィルムで前室を作った。
	・入口部を二重扉にして、ドーム全体を来年も再利用したい。

